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 パート 1 : ディープステートは崩壊しつつある - 決定的な措置が講じられた!          
数十年にわたり、隠れた世界権力構造が影で活動し、国家、経済、戦争の糸を引いてきた。オバマ、ブッシュ、

バイデン、クリントン、そして CIA 内の彼らの執行者を含むエリートたちの腐敗した陰謀団であるディープス
テートは、軍産複合体を武器として絶対的な支配を維持してきた。彼らは不正選挙を行い、終わりのない戦争を

始め、反対意見を黙らせ、自分たちの計画に沿うように世界情勢を形作ってきた。 
しかし、潮目は変わりました。真の軍愛国者たちが動き出しました。 ドナルド・J・トランプ大統領の指揮下で
活動する軍事愛国者「ホワイトハット」が先頭に立って、世界規模の特別作戦「作戦 45-47」が進行中だ。彼ら
の使命は、世界平和を回復し、腐敗を暴き、ディープステートを完全に解体することだ。 
ディープステートの世界的崩壊 ： 崩壊は米国だけで起きているのではない。これは世界中で起きています。

ディープステートのネットワーク全体が崩壊しつつあります。彼らの何十年にもわたる操作と支配は突然かつ暴

力的に終わりを迎えようとしています。 
かつては手が付けられないと思われていた指導者たちが暴露され、世界中で政府が崩壊しつつある。 
2020年のクーデターは暴露されるだろう  ： 2020年の選挙は、ジョー・バイデンを大統領に据えるために
計画された、組織的なクーデターだった。バイデンは、グローバリストの要求をそのまま実行する、弱く妥協し

た操り人形だった。トランプを消し去るあらゆる試みがあったが、彼を消し去ることはできなかった。 
今、2020 年の真実が明らかになる。不正投票、不正に関与した役人、裏取引、すべてが明るみに出る。不正選
挙、CIAの干渉、外国の関与、どれも隠されたままではいられない。DSの犯罪は世界に暴露されるだろう。 
パート 2 : トランプの反撃 – JFK、RFK、MLKに関する完全開示  ： 数十年にわたり、アメリカ国民
はジョン・F・ケネディ、ロバート・F・ケネディ、マーティン・ルーサー・キング・ジュニアの暗殺に関する嘘
を吹き込まれてきた。これらの殺害は無差別暴力行為ではなかった。ディープステートの支配を脅かす男たちを

黙らせるために仕組まれたものだった。 
JFK暗殺：ディープステートによる暗殺  ： JFKの暗殺は、60年以上もの間、近代史上最大の隠蔽工作の
一つとなってきた。彼は、キューバのピッグス湾作戦の後、CIA を解体したいと考えた。彼はベトナムからの撤
退を計画し、軍産複合体を直接脅かした。彼は暗殺される直前に、秘密結社による世界情勢の支配を警告した。

Trumpの命令により、すべての文書が開示される。 
RFKとMLK：暗殺のパターン  ：  1968年のロバート・F・ケネディの暗殺は偶然ではなかった。彼は兄
が始めたことを成し遂げ、CIA と軍産複合体を暴露し、国を真実へと導く覚悟ができていた。彼は脅威だった。
だから彼らは彼を排除した。同じ運命がマーティン・ルーサー・キング・ジュニアにも降りかかった。両事件に

おける「単独犯」という公式発表は嘘だった。トランプ大統領がこれらの事件を全面的に機密解除したことで、

ディープステートの役割がついに明らかになる。アメリカ国民は自らの目で真実を目にすることになるだろう。 
JFK 、RFK、MLK の暗殺は、単独の事件ではない。これらは、ディープ ステートが自分たちの統治を脅かす
者を排除するために用いた戦略で、より大規模な作戦の一部でした。同じ勢力が画策した。傀儡指導者を設置す

るための選挙詐欺、軍産複合体を活気づけるための終わりのない戦争、世界を彼らの銀行システムの奴隷にする

ための経済操作、大衆を洗脳するためのメディアコントロール、すべてはつながっています。 
JFK、RFK、MLK は単なる人間ではなく、この腐敗に対する抵抗の象徴でした。彼らの殺害は、「誰も抵抗で
きない者はいない」というメッセージを伝えるためでした。しかし今、トランプ氏は彼らの戦略を逆転させよう

としている。彼以前の大統領は皆、ディープステートに屈服してきた。しかし、ディープステートは終わった。 
戦いはすでに勝利した。ディープステートは崩壊しつつある。ホワイトハットが支配権を握っている。軍はトラ

ンプを支持している。アメリカ国民は目覚めている。メディアはそれを歪曲しようとするだろう。しかし彼らは

負けるだろう。戦争は始まったばかり、だが決着はついている。真実は止められない。 


